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次号へ ▶

世界で一つのブランドストーリー

(株)コーセーは日本人としてのものづくりの精神や感性、感覚を大事にし、日本から世界へとマーケットを広げていった化
粧品会社です。まさに「美の創造企業」を冠するに相応しい企業精神が人、商品、デザイン、ブランドの隅々まで行き届
いており、綻びが見当たらないことに驚きを隠せません。東京都中央区日本橋に本社を構え、東京都北区に研究所、群馬県
伊勢崎市と埼玉県狭山市に工場を有しています。現在は、30の国と地域でグローバルに展開をしています。本紙テーマで
ある「ブランディングができている」とはどういうことなのでしょうか。(株)コーセー 経営企画部 コーポレートコミュニ
ケーション室 広報課の課長 岩﨑真吾様のお話からそのブランドストーリーを追い、ヒントを掴みたいと思います。

創業者

——創業者の小林孝三郎氏は1912年に14歳という若さで高
橋東洋堂という化粧品メーカーに就職されました。時代柄質
素な食事が三食三度のお決まりという中、猛烈に仕事に打ち
込み、実に若者には厳しい生活だったかと思いますが、それ
でも仕事が終わった後に一生懸命勉学に励む姿はまさに努力
の塊のような印象の方ですね。

そうですね。この高橋東洋堂で築き上げた生き方や考え方
が、後にコーセーの創業の精神につながっています。なかで
もその工場長との出会いが大きな影響を与えました。当時、
日本一の調香師と言われた方で、化粧品の調合や製造に関す
る知識、そしてものづくりの精神を孝三郎に叩き込みまし
た。孝三郎にとっては恩師のような方で、後に起業するきっ
かけを与えた人と言えます。

——コーセーでは社長の三大決裁と言われるものがあり、そ
の中に「香料決裁」がありますね。

宣伝決裁、デザイン決裁、そして香料決裁があり
ます。これらは五感が頼りとなる感性領域で、
小林家にDNAレベルで伝承されていると言って

も過言ではありません。香料決済では、社
長の小林自身も朝からコーヒーさえ口に
しません。小林はじめ、香料製造の職人
（研究員）も、デザイナーも商品や広

告のプレゼンの際には皆、感覚を研
ぎ澄ませて本番に臨みます。まさに
真剣勝負の白熱した会場の雰囲気は

コーセー名物とも言えます。

——ものづくり、そしてブランドづくりの根幹がそこに体現
されていますね。

変えてはいけない、変えられないポリシーに
あたる部分です。孝三郎は戦後間もない頃、
闇市で品質に見合わない商品が高額で出回る
当時の状況を憂い、化粧品は必ず戦後の復興
を支え、心の豊かさを提供する産業である
はずだという信念を持っていました。

——この時代にドイ
ツのモンド会になら
い、定価での販売組織
「アイデアル会」を立ち上げ、全国
の小売店に販売網をつくられまし
た。この功績は大きいですね。

今でこそSDGsなどサステイナブルな社会実現のための取り組
みが広まっていますが、孝三郎は当時から「三方良し」（売
り手よし、買い手よし、世間よし）でなければ、社会は持続
的な発展ができないと考えていました。適正な価格を維持し
て、良いものを提供することにより、お客様も良い品質の商
品が手に入り、取引先様、社会も潤っていくという循環型社
会をイメージし、既に大きな社会のルール作りということを
視野に入れていました。
孝三郎はお客様はもちろんのこと、社員のみならず、取引先
様、販売店様を真っ先に考え、商売の根底は人であると説き
ました。当社は「人を大事にする会社」です。1949年創業当初
の経営六大方針の中の一つに既に「人材育成」がありました。
とにかく人を大事に、成長させていくことを使命とし、人と
人の付き合い、接点を大事にしてきました。

株式会社コーセー　岩﨑真吾 氏
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雪肌精「 SAVE the BLUE 」プロジェクト
キャンペーン期間、『雪肌精』の売上の一部を自然保護活動などに寄附するとともに、地
球の環境保全と啓発活動に取り組んでいる。2009年より沖縄のサンゴ育成活動への寄附を
行い、この11年間で、のべ面積105,194,126cm²、テニスコートに置き換えると、40.3 面
分のサンゴを移植した。10年目を迎えた2018年からは、東北地方での森林保全活動も開
始し、青い地球を守るプロジェクトとして進化させてきた。

35周年を機にリブランディングを実施した雪肌精
1985年に和漢植物エキスを配合した化粧水1本からその歴史はスタートし
た。その独特の使用感と確かな効果で幅広い顧客層の支持を獲得し、薬瓶を
イメージした瑠璃色の印象的なパッケージや、効果を漢字３文字で端的に表
現した商品名も話題となり、日本を代表するスキンケアブランドとして、世
界的に知られる存在となっている。

2020年5月に誕生35周年を迎え、さらなるグローバル化の加速に向け、初
めて全面的なリブランディングを実施。同時に、そのリブランディングを体
現し、今後の『雪肌精』の中核を担う新シリーズ、「雪肌精 クリアウェルネ
ス」を9月16日に発売した。「Gift from the Earth　SEKKISEI Clarity～地球
からいただく 雪肌精 透明素肌～」を、新しい『雪肌精』がお客様に約束す
ることと定義し、新たな展開を図っていく。

「あなたが美しくなると、地球も美しくなる、雪肌精」をブランドメッセージ
とし、ブランドの最高峰と位置づける「雪肌精 みやび」、既存の「雪肌精」、
今回発売する「雪肌精 クリアウェルネス」の3つのシリーズ体系で、生まれ変
わった『雪肌精』ブランドの存在感と付加価値を高め、世界に発信していく。

▼ 現在の狭山工場（2019 年）

東洋一の規模を誇った狭山工場
・障がい者の雇用支援を目的とした特例子会社アドバンス
1963年12月に着工し、1972年10月に完成。実に9年4期にわたって建設が
続けられた。3万3,000坪という広大な敷地に、「東洋一の化粧品工場」をつ
くるという社運をかけた一大事業であった。「化粧品は水が命」という信念
で、化粧品に適した水質のこの狭山市を選択。その後建設した群馬工場（群
馬県伊勢崎市）、2021年稼働予定の南アルプス工場＜仮称＞（山梨県南アル
プス市）は、いずれも清澄な水を有している。1992年には、この狭山工場の
近隣である狭山市北入曽に、「障がい者の職業的自立を支援しよう」との強
い想いで、化粧品製造工場、特例子会社アドバンスを設立。当時、化粧品業界では初めての取り組みであり、全国、全業種でも
25番目の特例子会社として認可を受け、現在は、群馬工場内にアドバンス群馬分室を設置している。

▼ 第一期工事が完了した狭山工場（1964 年）


